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 早春の候、日本スプリント学会大22回大会が、福島大学で、やっと開催される運びとなりました。 
2011年度の開催をお引き受けしたものの、３月11日の東日本大震災、津波とその後の原発事故によ

るダメージは大きく、なかなか開催できない状況が続きました。一時は大会返上も考えたのですが、

高野会長以下、学会事務局のみなさんのお陰で、今回の開催にこぎ着けることができました。年度を

またいでの開催となりますが、盛りだくさんの内容で、学会大会を成功させたいとスタッフ一同準備

しています。是非、復興中の福島においで下さい。 
 初日は、一般発表に加えて「今だから話せる俺／私のスタート」のテーマでこれまでの名スプリン

ターたちにスタートの極意を話して頂きます。伊東選手が10秒00で駆け抜けたとき「どんなスター

トをしたの？」なんて、スプリントを指導しているコーチなら誰でも尋ねてみたかったと思います。

私もその中のひとりです。現役当時は企業秘密であるため、なかなか聞き出せなかったのですが、今

ならたくさんの示唆に富んだお話を聞くことが可能だと思います。スタートが 100ｍのタイムに占め

る時間的割合はわずかですが、スプリントコーチにとって、はずせないのがスタートへのこだわりで

す。今回は、聞きたいことを聞き出すシンポジウムにしたいと考えています。 
 ２日目は、「地方大学ながら福島大学はなぜ強いのか？」というご質問にお応えする形で、福島大の

トレーニングとコーチングの変遷を私の発表と選手達のパネルディスカッションでご紹介いたします。

コーチングについては、年代毎に少しずつ変化していますので、競技者も年代別に選出してみました。

きっと女子選手のコーチングの秘密が分かるはずです。 
 また、「北国の春」東北地方の春先のトレーニングという企画では、秋田、山形、福島のトレーニン

グの様子をビデオ映像で、紹介して頂きます。まだまだ雪に閉ざされていますが、春のシーズンの足

音はすぐそこまで来ています。さまざまな工夫の中で、成果を出し続けていらっしゃる先生方にその

秘訣をお伺いする予定です。 
 今回の学会大会は、春先のシーズンインを意識しながら企画を立ててみました。2012年オリンピッ

クイヤーの幕開けにふさわしいスタートダッシュができるよう多くの皆さまとたくさんの意見を交換

する場としたいと思います。多くの皆さまのご参集と活発な意見交換をご期待申し上げます。 

  
 津波の被害はまだまだ甚大なものがあります。福島市にお寄りになった折に是非一度、福島浜通り

地方の沿岸部に足を運ばれ、現状をご覧になることをお勧めいたします。 

 
 

 



大会日程 

 
１．期 日 平成24年3月31日(土)～4月1日(日) 

 
２．会 場 福島大学    〒960-1296 福島市金谷川１ 

    TEL/FAX  024-548-8210 
           http://www.fukushima-u.ac.jp 
 
３．日 程 

 
第1日 3月31日(土) 

 
12:30  受 付   M講義棟１Ｆ  

 
13:00  大会委員長挨拶 川本和久(福島大学)        Ｌ棟（Ｌ−４） 

 
13:10～15:10 シンポジウム 「今だから話せる俺／私のスタート」  Ｌ棟（Ｌ−４） 

伊東 浩司（甲南大学） 
杉本 龍男（法政大学） 
土江 寛裕（城西大学） 
二瓶 秀子（福島大学トラッククラブ） 

 
15:20～16:20 一般発表                       Ｌ棟（Ｌ−４） 

   
 
16:30～17:00   総会                         Ｌ棟（Ｌ−４） 

        
12:30～17:00 展示説明             Ｌ棟 
  「業者による練習・トレーニング機器展示説明」 

 
17:00〜     懇親会会場へ移動（無料バスを用意しています） 

 
18:00～  懇親会(参加費3,000円)  ラヴィバレ2階 コンベンションホール 
                    福島市早稲町４番１５号  

 
 
 
 
 



第2日 ４月１日(日) 

 
9:00   受 付   M講義棟１Ｆ 

 
9:15～10:15  特別発表「福島大学のトレーニングの歩み」    Ｌ棟（Ｌ−４） 
            川本和久（福島大学）  

 
10:25～11:25  パネルディスカッション      Ｌ棟（Ｌ−４） 

「福島大学のコーチング for女性アスリート」 
           二瓶 秀子（福島大学トラッククラブ） 
           吉田真希子（東邦銀行） 
           渡辺 真弓（東邦銀行） 

 
11:35～12:35    「北国の春」東北地方の春先のトレーニング    Ｌ棟（Ｌ−４） 

雪下 良二（福島県立会津学鳳高校） 
佐藤  学（山形県立上山明新館高校） 

 大須賀 浩（秋田県立大館国際情報学院高校） 

 
9:15～12:35 展示説明                  Ｌ棟 
  「業者による練習・トレーニング機器展示説明」 

 
12:40  閉会予定 

 
 

４．参加申込方法 同封の申込用紙にてFAXまたはE-mailにてお申し込み下さい。 

 参加申込〆切 2012年2月29日（水）必着 

 FAX 042-576-2397東京女子体育大学櫻田淳也宛 

 E-mail sakurada@twcpe.ac.jp 

 

５．参加料（当日、受付にてお支払い下さい） 

 会員         2,000円 

 当日会員 一般    3,000円 

      大学生   1,000円 

      高校生以下 無料 

 

６．一般発表申込 

 １）発表方法 

  （１）口頭発表 

    ①PC（液晶プロジェクター）およびVTRの使用ができます。 

    ②本学会の性格上、発表を聞いた会員が持ち帰って実践に応用できるよう、資料 



     を印刷・配布して下さい（資料は100部ご用意下さい）。 

  （２）ポスター発表 

    ①展示スペース（縦120cm×横90cm）を用意いたします。 

    ②口頭発表と同様に、資料を印刷・配布して下さい（資料は100部ご用意下さい）。 

 

  （３）大会プログラム掲載用の抄録 

    2月29日（水）までに、そのまま抄録として使用できる原稿（B5版1枚）をご用意 

    下さい。なお、E-mail（sakurada@twcpe.ac.jp）でも受け付けます。 

 

 ２）発表申込〆切 2012年2月29日（水）必着 

   ※発表原稿〆切（2月29日（水））まで期間が短いですが、奮ってご応募頂けたらと存じます。 

 

 ３）発表申込方法 

  同封の申込用紙にてFAXまたはE-mailにてお申し込み下さい。 

 

７．大会プログラム送付 2012年3月中旬送付の予定です。 

 

８．交通・宿泊案内 

ＪＴＢが斡旋いたします。別紙をご参照ください。 

 

 ＜福島大学＞ 

  

⑪：受付（Ｍ講義棟１Ｆ） 

⑫：会場（Ｌ講義棟Ｌ４教室） 

  

ＪＲ東北本線「金谷川駅」徒歩５分 

（福島駅から２駅、所用時間10分） 

 

 

 

９．問い合わせ 

日本スプリント学会第22回大会事務局 

      〒960-1296 福島市金谷川１ 福島大学人間発達文化学類 川本研究室内 

     TEL/FAX  024-548-8210 
      Eメール   kijie@futc.org  

 

以下のホームページに日本スプリント学会の情報が掲載されています。 

   http://www.sprintresearch.com/ 


